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ゴ
ミ
問
題
と
新
し
い
市
民
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寄
本
勝
美

　
一
昨
年
9
月
に
東
京
都
が
ゴ
ミ
戦
争
を
宣
言
し

て
以
来
は
や
二
年
近
く
に
な
る
。
だ
が
今
日
な
お
、

清
掃
工
場
、
中
継
基
地
、
清
掃
事
務
所
等
の
関
連

施
設
用
地
の
取
得
問
題
が
、
地
元
住
民
の
強
い
反

対
で
難
航
し
て
い
る
。

　
人
問
の
自
然
感
情
か
ら
い
う
と
、
清
掃
施
設
は

で
き
れ
ば
き
て
ほ
し
く
な
い
、
と
い
う
の
が
無
理

か
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
、
同
意
で
き

な
い
行
政
施
設
に
対
し
て
は
、
当
局
と
い
わ
ば
互

角
に
渡
り
合
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
民
衆
が

史
上
は
じ
め
て
獲
得
し
た
か
れ
ら
の
実
質
的
権
利

で
あ
る
。
し
か
も
ゴ
ミ
問
題
は
じ
め
多
く
の
都
市

問
題
は
、
も
と
は
と
い
え
ば
一
部
企
業
の
無
責
任

な
行
為
や
、
行
政
サ
イ
ド
と
く
に
中
央
行
政
の
都

市
政
策
上
の
怠
慢
、
過
ち
、
矛
盾
に
由
来
し
て
重

大
化
し
た
も
の
だ
。

　
だ
か
ら
、
一
見
エ
ゴ
丸
出
し
に
見
え
る
清
掃
施

設
反
対
の
庄
民
パ
ワ
ー
を
一
方
的
に
非
難
す
る
の

は
必
ず
し
も
正
し
く
な
い
。
事
こ
こ
に
至
っ
て
ま

ず
猛
省
す
べ
き
は
、
弱
き
者
、
権
限
な
き
者
よ
り

も
、
強
き
者
、
権
限
を
持
つ
者
で
あ
り
、
　
「
悪
い

奴
ほ
ど
よ
く
眠
る
」
悪
弊
は
世
直
し
の
パ
ワ
ー
で

払
拭
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
ド

　
け
れ
ど
も
、
孔
子
の
「
賢
を
見
て
は
斉
し
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
み

ん
と
欲
し
、
不
賢
を
見
て
は
み
ず
か
ら
を
省
る
」

の
格
言
で
は
な
い
が
、
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
謙
虚
な

自
省
と
自
律
の
精
神
的
ゆ
と
り
を
持
つ
必
要
が
あ

る
。
お
も
え
ば
、
い
つ
し
か
わ
れ
わ
れ
の
多
く
も

「
不
賢
者
」
と
同
じ
よ
う
に
弱
肉
強
食
的
な
競
争

心
や
金
儲
け
至
上
主
義
に
心
を
む
し
ば
ま
れ
、
物

質
的
快
楽
や
自
然
的
衝
動
支
配
の
欲
求
を
求
め
す

ぎ
、
あ
る
い
は
他
人
や
他
の
地
域
が
ど
ん
な
に
苦

し
ん
で
い
よ
う
と
己
れ
に
害
が
直
接
及
ば
ぬ
か
ぎ

り
、
義
憤
は
も
と
よ
り
痛
く
も
か
ゆ
く
も
感
ぜ
ぬ

よ
う
な
非
情
さ
に
陥
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
過
密
の
悪
条
件
に
悩
む
大
都
市
で
は
、
工
場
や

幹
線
道
路
は
い
う
に
お
よ
ば
ず
、
清
掃
施
設
や
住

宅
、
中
小
道
路
の
O
と
き
わ
れ
わ
れ
の
生
活
を
守

る
施
設
で
さ
え
、
そ
の
建
設
は
誰
か
に
何
ら
か
の

マ
イ
ナ
ス
の
効
果
を
も
た
ら
し
た
り
、
人
び
と
や

地
域
の
間
に
利
害
対
立
を
生
起
す
る
。
こ
れ
に
対

処
す
る
に
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
は
、
悲
劇
を
最
小

に
押
え
る
た
め
関
係
者
が
計
画
・
技
術
・
規
制
。

財
政
の
面
で
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
払
う
以
外
に
方
法

は
な
い
。

　
け
れ
ど
も
、
そ
れ
の
み
で
は
何
か
大
切
な
も
の

が
欠
落
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
精
神
面
に
関
す
る

こ
と
で
、
わ
れ
わ
れ
の
市
民
意
識
の
変
革
で
あ
る
。

狭
小
な
空
間
に
大
勢
の
人
が
ひ
し
め
き
あ
っ
て
い

る
大
都
市
で
は
個
人
や
地
域
の
間
に
相
克
性
（
互

に
争
い
対
立
す
る
こ
と
）
の
要
素
が
満
ち
満
ち
て

い
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
わ
れ
わ
れ
の
心
の
持
ち

方
は
い
か
に
あ
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ

れ
は
完
壁
な
私
心
な
き
聖
人
に
は
な
り
え
な
い
に

し
て
も
、
少
く
と
も
自
己
の
私
的
な
欲
求
、
思
考
、

行
動
を
他
者
や
公
共
と
の
関
係
に
立
っ
て
調
整
し

う
る
良
心
の
は
た
ら
き
を
失
っ
て
は
な
ら
な
い
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
相
克
性
の
世
界
に
庄
ん
で
い

れ
ば
こ
そ
、
こ
れ
を
契
機
に
ま
す
ま
す
相
互
の
理

解
と
愛
の
ふ
れ
あ
い
、
協
力
や
奉
仕
の
よ
ろ
こ
び
、

自
省
や
自
律
の
尊
さ
を
人
び
と
や
地
域
の
間
で
相

乗
さ
せ
て
い
け
る
よ
う
な
社
会
を
日
常
生
活
を
通

し
て
創
造
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。
ゴ
ミ
問
題
で

い
え
ば
、
廃
棄
物
の
自
己
処
理
責
任
を
軽
視
す
る

企
業
活
動
や
行
政
の
立
ち
お
く
れ
を
厳
し
く
追
及

し
な
が
ら
も
、
な
お
か
つ
協
同
的
な
生
活
民
の
ひ

と
り
と
し
て
守
る
べ
き
一
定
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
や
ル

ー
ル
を
わ
れ
わ
れ
自
身
で
築
き
、
さ
ら
に
は
困
難

な
事
態
を
打
開
す
る
努
力
に
わ
れ
わ
れ
自
身
も
参

加
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

よりもと・カ’つみ

　早大助教授

　地方自治

ゴ
ミ
戦
争
は
、
い
わ
ぱ
使
い
捨
て
文
明
の
所
産
と
い
え
よ
う
。
二
の

間
題
に
続
い
て
、
水
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
々
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
が
需
給

ピ
ン
チ
必
至
と
み
ら
れ
て
い
る
。
消
貴
水
準
の
向
上
を
喜
ん
で
ば
か

り
い
る
時
代
で
は
な
く
な
っ
た
よ
う
だ
。

写
真
抽
世
田
谷
溝
掃
工
場
で

1



学
校
工
事
請
負
契
約
な
ど
1
9
件
可
決
、
議
会
役
員
も
一
斉
改
選

　
第
一
回
臨
時
会
は
、
5
月
1
9
日
か
ら
2
4
日

ま
で
の
会
期
六
日
間
で
開
か
れ
た
。

　
区
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
案
件
は
、
工
事
請

負
契
約
十
八
件
（
下
水
道
枝
線
工
事
五
、
小

中
学
校
校
舎
増
改
築
工
事
十
三
）
と
区
長
が

専
決
し
た
区
税
条
例
改
正
一
件
の
計
十
九
件

で
、
い
ず
れ
も
企
画
総
務
委
員
会
の
審
査
を

経
た
の
ち
2
4
日
の
本
会
議
で
全
会
一
致
で
可

決
し
た
。

　
2
4
日
に
は
、
任
期
満
了
を
迎
え
た
常
任
委

員
会
委
員
を
は
じ
め
、
議
長
。
副
議
長
・
議

員
選
出
監
査
委
員
。
特
別
委
員
会
委
員
な
ど

の
議
会
役
員
が
、
恒
例
に
よ
り
一
斉
改
選
さ

れ
た
（
次
ぺ
ー
ジ
参
照
）
。

●
小
中
学
校
校
舎
増
改
築
工
事
請
負
契
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＋
一
一
一
件

桜
丘
小
　
一
億
二
一
一
二
〇
万
円
　
儘
田
組

旭
小
　
六
五
七
五
万
円
島
田
工
務
店

上
北
沢
小

駒
繋
小

中
丸
小

代
田
小

赤
堤
小

深
沢
小

世
田
谷
小

多
聞
小

桜
丘
中

尾
山
台
中

太
子
堂
中

　
　
九
六
八
○
万
円

　
　
九
〇
二
七
万
円

　
　
九
〇
〇
七
万
円

　
　
八
九
七
一
万
円

一
億
三
四
〇
〇
万
円

　
　
九
七
七
〇
万
円

　
　
四
一
二
〇
万
円

　
　
六
七
七
〇
万
円

一
億
○
〇
三
〇
万
円

小
野
建
設

東
波
建
設

門
脇
建
設

林
工
業

協
栄
組

新
建
設

大
明
建
設

田
中
建
設

横
山
建
設

五
三
二
五
万
円
青
木
工
務
店

五
二
七
五
万
円

●
下
水
道
枝
線
工
事
請
負
契
約

代
沢
二
・
三
丁
目
付
近
そ
の
2

万
円
豊
田
土
建

代
田
三
丁
目
付
近

工
業
代
沢
四
丁
目
付
近
そ
の
2

万
円
　
大
木
建
設
東
京
支
店

要
望
書

　
私
立
小
中
学
校
に
対
す
る
教
青
費
助

　
成
に
関
す
る
要
望
書

　
私
立
の
小
中
学
校
は
多
様
な
教
育
に

こ
た
え
る
公
教
育
の
場
と
し
て
、
ユ
ニ

ー
ク
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
だ
が
、

経
営
の
現
状
は
憂
慮
に
た
え
な
い
も
の

が
あ
る
．

　
政
府
・
東
京
都
は
、
私
立
小
中
学
校

の
施
設
・
教
育
費
等
に
対
す
る
助
成
を

実
現
し
、
公
私
の
格
差
是
正
を
期
す
べ

き
だ
。

　
昭
和
4
8
年
5
月
2
4
日

　
文
部
大
臣
、
東
京
都
知
事
あ
て
，

加
藤
組

　
　
五
件

五
二
八
八

七
一
七
〇
万
円
　
会
津

一
億
二
二
〇
〇

代
田
二
丁
目
付
近
　
九
五
五
〇
万
円
　
梅
原

工
業
代
田
一
丁
目
付
近
　
五
五
五
〇
万
円
　
元
木

組
東
京
支
店

●
区
税
条
例
改
正
（
専
決
処
分
報
告
）

　
4
月
2
6
日
公
布
施
行
と
な
っ
た
地
方
税
法

の
一
部
改
正
に
基
づ
く
改
正
。
主
な
改
正
点

①
障
害
・
未
成
年
・
老
年
。
寡
婦
の
非
課
税

範
囲
を
現
行
三
十
八
万
円
か
ら
四
十
三
万
円

に
拡
大
、
②
所
得
割
の
税
率
の
課
税
所
得
区

分
の
改
正
、
③
電
気
ガ
ス
税
の
税
率
を
一
％

議長・副議長紹介

　
委
員
会
の
審
査
を
終
え
た
請
願
・
陳
情
三
十
一
件
が
、

5
月
2
4
日
の
本
会
議
で
委
員
会
決
定
ど
お
り
議
決
さ
れ
た
。

な
お
、
結
論
が
出
な
か
っ
た
も
の
五
十
六
件
は
、
引
き
続

き
審
議
さ
れ
る
。

一
請
願
陳
情

1
意
見
付
採
択
〈
ー
以
下
は
意
見
〉

＋
四
件

引
き
下
げ
六
％
と
す
る
。

●
議
長
、
副
議
長
選
挙

　
亀
井
重
光
議
長
、
内
山
武
次
副
議
長
辞
任

に
伴
う
選
挙
の
結
果
、
左
の
と
お
り
当
選
。

　
議
長
大
高
定
左
右
（
自
民
）

　
副
議
長
　
小
山
　
菊
男
（
自
民
）

●
監
査
委
員
選
任
同
意

　
議
員
選
出
監
査
委
員
　
大
千
代
子
、
谷
口

善
志
両
委
員
の
辞
任
に
伴
い
後
任
委
員
を
選

任
。
新
委
員
は
左
の
と
お
り
。

　
門
井
一
郎
（
自
民
）
岩
根
志
津
子
（
社
会
）

大
高
定
左
右
議
長
（
4
7
）
自
民

上
馬
四
丁
目
二
〇
1
八

福
井
県
出
身
　
日
大
法
文
卒
　
会
社
役
員

区
議
四
期
　
元
副
議
長

小
山
菊
男
副
議
長
（
5
7
）
自
民

北
鳥
山
九
丁
目
三
－
三
〇

東
京
都
出
身
　
東
京
写
真
学
校
卒

区
議
二
期
　
農
業
委
員

■
採
択
＋
四
件

◇
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
設
置
に
関
す
る
請
願
（
代
田
五
・
六

丁
目
地
域
）

◇
学
童
保
育
ク
ラ
プ
指
導
員
の
増
員
を
要
求
す
る
請
願

◇
側
溝
ふ
た
掛
け
に
関
す
る
講
願
（
世
田
谷
二
丁
目
地
域
）

◇
通
学
路
舗
装
等
に
つ
い
て
の
陳
情
（
宇
奈
根
一
丁
目
地

域
）◇

側
溝
ふ
た
掛
け
に
関
す
る
講
願
（
南
鳥
山
五
丁
目
一
六

番
先
）

◇
公
園
設
置
に
関
す
る
請
願
（
給
田
地
域
）

◇
公
共
広
場
設
置
に
関
す
る
講
願
（
池
尻
三
・
四
丁
目
地

域
）◇

児
童
の
遊
び
場
用
地
買
収
に
つ
い
て
の
講
願
（
二
子
玉

川
地
域
）

◇
児
童
遊
園
設
置
に
関
す
る
講
願
（
中
町
四
・
五
丁
目
地

域
）◇

用
悪
水
路
改
修
に
関
す
る
請
願
（
北
烏
山
八
丁
目
一
二

〇
二
番
地
先
）

◇
児
童
広
場
設
立
に
関
す
る
講
願
（
桜
上
水
四
丁
目
地
域
）

◇
高
速
六
号
線
（
地
下
鉄
）
に
関
す
る
請
願

◇
地
下
鉄
六
号
の
目
黒
通
り
乗
入
れ
に
関
す
る
請
願

◇
横
断
歩
道
早
期
設
置
に
関
す
る
講
願
（
玉
堤
一
丁
目
地

域
）　

　
　
’
セ

◇
鳥
山
小
学
校
跡
地
利
用
等
に
関
す
る
講
願

－
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

◇
無
認
可
幼
稚
園
保
育
料
補
助
に
関
す
る
請
願

－
幼
児
教
育
の
重
要
性
か
ら
も
今
緩
の
助
成
に
つ
い
て
は
、

都
と
十
分
協
議
し
な
が
ら
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
さ
れ
た

い
。◇
私
立
幼
小
中
学
校
就
学
者
に
対
す
る
教
育
費
助
成
に
関

す
る
講
願

－
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
す
る
。
た
だ
し
、
三
項
の
私
立

学
校
の
父
母
の
教
育
費
負
担
軽
減
に
つ
い
て
は
、
二
十
三

区
全
体
の
問
題
と
し
て
今
後
対
処
さ
れ
た
い
。

◇
ゼ
ロ
歳
保
育
拡
充
等
に
関
す
る
講
願

◇
児
童
館
設
置
に
関
す
る
請
願
（
松
沢
・
赤
堤
・
松
原
小

学
区
地
域
）

1
以
上
二
件
、
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

◇
世
田
谷
郵
便
局
跡
地
確
保
に
関
す
る
請
願

1
利
用
目
的
に
つ
い
て
は
慎
重
に
考
慮
さ
れ
、
用
地
確
保

に
つ
と
め
ら
れ
た
い
。

◇
道
路
改
修
促
進
に
関
す
る
講
願
（
大
蔵
団
地
・
大
蔵
病

院
脇
）

1
地
元
の
話
合
い
の
場
を
尊
重
し
、
自
動
翠
公
害
等
に
よ

る
環
境
悪
化
を
ま
ね
か
ぬ
生
活
道
路
と
し
て
整
備
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ー
一
〉

農
業

よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

◇
九
品
仏
川
改
修
に
関
す
る
講
願

－
下
水
道
幹
線
バ
イ
パ
ス
工
事
の
早
期
完
成
を
促
進
す
る

方
法
で
、
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

◇
排
水
管
布
設
に
関
す
る
請
願
（
祖
師
谷
六
丁
目
地
域
）

◇
公
園
設
立
に
関
す
る
請
願
（
桜
新
町
一
丁
目
地
域
）

1
以
上
二
件
、
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

◇
歩
行
者
専
用
道
路
建
設
に
関
す
る
講
願
（
用
賀
三
丁
目
）

1
下
水
道
工
事
を
勘
案
し
、
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
さ
れ

た
い
。

◇
校
舎
改
築
に
関
す
る
請
願
（
塚
戸
小
）

1
改
築
図
案
は
願
意
に
沿
い
が
た
い
が
、
そ
の
他
に
つ
い

て
は
予
算
等
も
勘
案
し
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

◇
児
童
図
書
館
の
運
営
に
関
す
る
請
願
（
日
本
図
書
館
協

会
会
館
）

◇
交
通
規
制
等
に
関
す
る
請
願
（
桜
丘
四
・
五
丁
目
地
域
）

ー
以
上
二
件
、
願
意
に
沿
う
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

■
不
採
択
　
一
件

◇
土
曜
日
半
日
就
労
に
関
す
る
諮
願
（
全
日
自
労
世
田
谷
分
会
）

（
理
由
）
現
行
法
上
困
難
で
あ
る
。

閣
取
下
承
認
　
一
一
件

◇
東
急
地
下
鉄
新
玉
川
線
「
駒
沢
大
学
前
」
設
置
に
関
す

る
陳
慨

◇
一
方
通
行
規
制
に
関
す
る
講
願
（
奥
沢
五
丁
目
地
域
）
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常任委員会議員名簿

企
画
総
務
委
員
会

◎
山
口
　
　
昭
（
自
民
）

○
荒
木
　
義
二
自
民
）

○
唐
沢
　
敏
美
（
社
会
）

　
大
高
定
左
右
（
自
民
）

丸迫田園横山奈門
山田中田山科良井

一
郎
（
自
民
）

友
雄
（
自
民
）

芳
一
（
自
民
）

浩
（
自
民
）

集
（
社
会
）

陸
奥
（
共
産
）

参
雄
（
公
明
）

孝
夫
（
民
社
）

　
本
多
シ
ズ
エ
（
無
所
属
）

区
民
環
境
委
員
会

◎
石
原
　
芳
雄
（
共
産
）

○
平
山
　
八
郎
（
自
民
）

○
甲
斐
円
治
郎
（
公
明
）

　
梶
山
　
正
二
（
自
民
）

　
小
山
　
雄
央
（
自
民
）

　
宮
田
　
玲
人
（
自
民
）

　
山
沢
　
修
白
（
自
民
）

　
岩
根
志
津
子
（
社
会
）

　
河
西
　
忠
三
（
社
会
）

　
門
田
　
昌
子
（
共
産
）

厚
生
委
員
会

◎
菅
田
　
昌
宏
（
自
民
）

○
神
宮
　
寿
夫
（
公
明
）

○
高
木
　
正
忠
（
民
社
）

電話所住名i党派氏

■

石
塚
　
玄
（
自
民
V

　
岩
城
庄
太
郎
（
自
民
）

　
亀
井
　
重
光
（
自
民
）

　
高
橋
八
重
子
（
自
民
）

　
藤
島
ナ
ッ
子
（
自
民
）

　
井
上
　
　
浩
（
社
会
）

　
谷
口
　
善
志
（
社
会
）

　
森
　
　
寿
（
共
産
）

建
設
委
員
会

◎
相
沢
　
　
要
（
社
会
）

O
石
井
健
太
郎
（
自
民
）

○
大
沢
　
孝
明
（
公
明
）

　
小
山
　
菊
男
（
自
民
）

　
大
　
千
代
子
（
自
民
）

　
内
藤
　
義
雄
（
自
民
）

　
金
子
　
静
夫
（
自
民
）

　
佐
藤
　
正
男
（
社
会
）

　
山
崎
　
治
茂
（
共
産
）

　
長
谷
川
七
郎
（
民
社
）

文
教
委
員
会

◎
吉
良
　
孝
幸
（
自
民
）

○
小
島
光
一
朗
（
自
民
）

○
中
田
　
史
郎
（
共
産
）

　
井
上
嘉
一
郎
（
自
民
）

　
内
山
　
武
次
（
自
民
）

志森竹中
茂田田村

京キ　大
子ミ茂吉
講社社自
属会会民

特別委員会
）！

交
通
対
策
委
員
会

◎
森
田
　
キ
ミ
（
社
会
）

○
金
子
　
静
夫
（
自
民
）

○
丸
山
　
孝
夫
（
民
社
）

　
石
井
健
太
郎
（
自
民
）

　
岩
城
庄
太
郎
（
自
民
）

　
内
山
　
武
次
（
自
民
）

　
小
山
　
雄
央
（
自
民
）

　
菅
田
　
昌
宏
（
自
民
）

　
大
　
千
代
子
（
自
民
）

　
中
村
　
大
吉
（
自
民
）

　
宮
田
　
玲
人
（
自
民
）

　
横
山
　
浩
（
自
民
）

　
岩
根
志
津
子
（
社
会
）

　
河
西
　
忠
三
（
社
会
）

　
唐
沢
　
敏
美
（
社
会
）

　
石
原
　
芳
雄
（
共
産
）

　
山
崎
　
治
茂
（
共
産
）

　
甲
斐
円
治
郎
（
公
明
）

特
別
区
制
調
査

委
員
会

◎
佐
藤
　
正
男
（
社
会
）

O
梶
山
　
正
二
（
自
民
）

○
藤
島
ナ
ツ
子
（
自
民
）

　
荒
木
　
義
一
（
自
民
）

　
大
高
定
左
右
（
自
民
）

　
小
島
光
］
朗
（
自
民
）

　
平
山
　
八
郎
（
自
民
）

　
山
口
　
昭
（
自
民
）

　
山
科
芳
］
（
自
民
）

神森門竹井
宮　田田上

　
浩
（
社
会
）

　
茂
（
社
会
）

昌
子
（
共
産
）

　
寿
（
共
産
）

寿
夫
（
公
明
）

　
長
谷
川
七
郎
（
民
社
）

　
本
多
シ
ズ
エ
（
無
所
属
）

下
水
道
促
進
委
員
会

◎
高
橋
八
重
子
（
自
民
）

○
田
中
　
陸
奥
（
共
産
）

○
迫
田
　
参
雄
（
公
明
）

　
石
塚
　
玄
（
自
民
）

　
井
上
嘉
一
郎
（
自
民
）

志高大中谷園相山奈内小吉亀門
茂木沢田口田沢沢良藤山良井井

一
郎
（
自
民
）

重
光
（
自
民
）

孝
幸
（
自
民
）

菊
男
（
自
民
）

義
雄
（
自
民
）

友
雄
（
自
民
）

修
皇
自
民
）

　
要
（
社
会
）

　
集
（
社
会
）

善
志
（
社
会
）

史
郎
（
共
産
）

孝
明
（
公
明
）

正
忠
（
民
社
）

京
子
（
無
所
属
）

相沢　要i社会i南烏山四丁目12－7i3007211
荒木　義一i自　民i桜上水一丁目1－7－102i3027485

石井健太郎i自民i砧五丁目15－23i4160920
石塚　　玄i自　民i経堂一丁目26－15i4204420
石原　芳雄i共　産i奥沢三丁目8－6i7270468
井上嘉一郎i自民i奥沢一丁目36－517202261

翫蒲昔鑓翠早4言5鰭illlllll
岩根志津子i社　会i桜丘二丁目8－4－202i4208027
内山　武次i自　民i上馬四丁目27－11i4221940
大沢孝明i公明i若林一丁目・9－4i4224849

奇募罐i蝸i贔脂昌12互lill糧
爾藍昔食i談罫議二lilll1911
門井一郎i自民i太子堂三丁目13－2i4131245
門田　昌子i共　産i北烏山六丁目8－2i3000451
金子静夫i自民i下馬三丁目28－5i4211630
亀井　重光i自　民i船橋五丁目5－15i3030481
唐沢　敏美i社　会i奥沢三丁目27－11i7272950
吉良孝幸1自民i若林五丁目8－6i4134691
小島光一朗i自　民i代田六丁目34－23i4681733

拙驚離i雛訂縄1二llill灘
提麗難羅痘四轟1二1鑛llll
志茂　京子1無所属i祖師谷三丁目22－30i4823927

響富醗含巽饗勇聖21二lilllllll
園田　　集i社会i上用賀四丁目2－7i4287023
大千代子1自民i駒沢四丁目・H・i4211383
高木　正忠i民　杜i経堂四丁目17－15－210i4297814

高橋八重子i自民i代沢三丁目25－4i4135871
竹田　　茂i社　会i三軒茶屋一丁目24－6i4105840
田中　陸奥i共　産i弦巻一丁目20－17i4296704
谷・善志i社会i北烏山三丁目2・一3i3008070
内藤義雄i自　民i世田谷一丁目23－15i4265151
中田史郎i共産i新町二丁目32－5i4280828
中村大吉i自民i下馬一丁目33－214243217
奈良友雄1自民i大原一丁目59－9i4603366
長谷川七郎i民社i上用賀一丁目6－14－221i7009625
平山　八郎i自　民i祖師谷二丁目5－33－305i4825700
藤島ナ』ソ子i自民i松原一丁目49－12i3210310
本多シズエi無所属i砧三丁目22－12i4166406
丸山　孝夫i民　社i太子堂二丁目20－12i4228882
宮田玲人i自民i羽根木二丁目5｝23i．3212171
森　　寿i共産i太子堂四丁目4－8i4119494
森田　キミi社　会i上祖師谷一丁目34－13i3004803
山崎　治茂i共　産i赤堤三丁目31－15i3210597
山沢　修白i自　民i桜新町一丁目14－20i4295935
山科芳一i自民i瀬田四丁目・・一317…212
山口　昭i自民i等々力二丁目12－16i7013305
横山　浩i自民i中町二丁目30－2017012012

注）50音順。昭和48年5月24日現在　53名（欠員2）。
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区
議
会
だ
よ
り
、
ま
た
は
区

政
全
般
に
対
す
る
ご
意
見
、

O
要
望
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

な
お
、
編
集
部
で
投
書
の
内

容
を
要
約
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。あ
て
先

〒
一
五
四
　
世
田
谷
区
世
田

谷
四
丁
目
二
一
ー
二
七

世
田
谷
区
議
会
事
務
局

吸
い
が
ら
入
れ
の
管
理
を
万
全
に

　
区
で
は
、
昨
年
の
何
月
O
ろ
だ
っ
た
か
よ

く
覚
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
バ
ス
停
に
立
派

な
吸
い
が
ら
入
れ
を
設
置
し
ま
し
た
が
、
時

時
掃
除
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
見
た
と
こ
ろ
で
は
、
掃
除
ま
で
は
し
て
い

な
い
よ
う
で
す
ね
。
詰
ま
る
だ
け
詰
ま
っ
て

い
て
、
利
用
す
る
人
が
や
っ
と
の
思
い
で
そ

の
上
に
乗
せ
て
も
、
ち
ょ
っ
と
の
風
で
転
が

り
落
ち
て
し
ま
う
始
末
。
美
化
推
進
の
目
的

ど
こ
ろ
か
醜
悪
化
推
進
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

か
く
言
う
私
も
、
バ
ス
停
前
で
営
業
し
て
い

る
一
商
人
で
す
が
、
気
が
つ
き
次
第
、
い
つ

も
掃
除
し
て
い
ま
す
が
、
他
の
吸
い
が
ら
入

れ
が
こ
ん
な
に
も
汚
れ
て
い
る
と
は
思
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
役
所
で
は
、
設
置
場
所
の
近
所
の
人
が
掃

除
を
し
て
く
れ
れ
ば
よ
い
が
と
い
う
甘
い
感

が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
と
ん
で
も
な
い

事
で
す
。
私
の
よ
う
に
奉
仕
的
な
人
ば
か
ゆ

は
居
ま
せ
ん
よ
。

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ヅ
ク
の
時
も
そ
う
で
し
た
。

立
派
な
ゴ
ミ
入
れ
が
設
置
さ
れ
た
の
に
、
い

つ
ま
で
も
紙
く
ず
が
盛
り
上
っ
て
お
り
ま
し

た
。
そ
の
う
ち
、
中
の
容
器
が
な
く
な
り
、

外
枠
だ
け
に
な
り
、
壊
れ
か
か
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
た
と
え
謹
か
で
も
大
切
な
税
金
を

納
め
て
い
る
区
民
の
一
人
と
し
て
、
ド
ブ
ヘ

捨
て
る
よ
う
な
使
い
方
を
さ
れ
た
の
で
は
憤

満
に
た
え
ま
せ
ん
。

　
世
田
谷
一
丁
目
一
四
ー
一
八
　
高
橋
光
男

編
集
部
か
ら
　
環
境
部
に
問
い
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
、
指
摘
の
あ
っ
た
個
所
の
吸
い
が
ら
入

れ
は
、
5
月
9
日
に
故
障
部
分
を
修
理
し
、

掃
除
を
行
な
っ
た
そ
う
で
す
。
区
内
に
設
置

し
て
あ
る
一
〇
〇
個
所
の
吸
い
が
ら
入
れ
の

清
掃
点
検
は
、
毎
週
一
回
（
水
曜
日
）
、
業
者

に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
る
。
現
場
点
検
を

強
化
し
て
、
庄
民
に
迷
惑
か
け
な
い
よ
う
努

力
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
納
得
で
き
な
い
体
育
施
設
使
用
料
値
上
げ

　
今
回
の
値
上
げ
は
、
区
民
全
員
が
ス
ポ
ー

ツ
を
手
軽
に
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
よ
う
と

す
る
方
向
と
逆
行
す
る
。
経
費
の
や
り
く
り

は
、
利
用
者
に
向
け
る
べ
き
で
は
な
く
、
都

や
政
府
に
執
拗
に
は
た
ら
き
か
け
る
べ
き
問

題
だ
。

　
私
た
ち
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を
生
活
の
な
か
に

広
め
よ
う
と
「
世
田
谷
ス
ポ
ー
ツ
協
議
会
」

を
設
立
し
て
活
動
し
て
き
た
が
、
い
つ
し
か

立
ち
消
え
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
原
因

と
し
て
、
仕
事
の
時
間
を
犠
牲
に
し
て
ク
ジ

引
き
の
列
に
並
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
施
設
需
給
の
実
態
、
グ
ル
ー
プ
内
メ
ン
バ

ー
の
離
脱
を
防
ぐ
た
め
に
は
親
睦
的
な
活
動

も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
煩
雑
さ
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

私
溢
岡
本
の

蘇整第、
　
東
名
高
速
道
路
、
瀬
田
の
入
口
か
ら
約

二
百
齎
、
そ
の
下
に
平
行
し
て
走
っ
て
い

る
区
道
の
岡
本
一
丁
目
三
二
番
付
近
に
、

背
の
高
い
ケ
ヤ
キ
の
大
木
が
六
本
ほ
ど
密

生
し
て
道
路
の
真
ん
中
に
突
き
出
て
い
る
。

区
道
は
こ
れ
を
よ
け
て
半
ロ
ー
タ
リ
ー
式

に
迂
回
し
て
い
る
。

　
こ
の
ケ
ヤ
キ
は
、
土
地
の
人
た
ち
が
呼

ん
で
い
る
第
六
天
さ
ま
跡
の

御
神
木
な
の
で
あ
る
。
第
六

天
は
仏
教
語
の
他
化
自
在
天

で
、
欲
界
六
天
の
最
高
所
、

こ
こ
に
生
ま
れ
た
も
の
は
ほ

か
の
楽
事
も
自
由
自
在
に
自

分
の
楽
し
み
と
し
て
し
ま
う
。

清
浄
な
教
え
を
大
切
に
す
る

仏
道
の
妨
げ
と
な
る
の
で
、

こ
の
天
守
は
魔
王
と
い
わ
れ

る
と
広
辞
苑
に
記
さ
れ
て
い

る
。

　
近
く
に
庄
む
古
老
が
「
第
六
天
さ
ま
は
気

　
　
　
　
　
あ
　
　
　
が
み
さ
ま

性
の
激
し
い
荒
れ
神
様
だ
」
と
い
っ
て
い
た

が
、
こ
の
魔
王
的
な
性
格
が
背
景
に
な
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
。
「
と
に
か
く
い
ろ
い
ろ
の

た
た
り
が
あ
っ
た
」
と
い
う
。

　
ケ
ヤ
キ
に
囲
ま
れ
て
第
六
天
さ
ま
の
擢
。
が

あ
っ
た
が
、
近
く
に
ゴ
ミ
を
捨
て
放
し
に
し

た
り
洗
濯
水
を
ま
き
散
ら
し
た
り
し
て
い
た

ら
、
そ
の
家
は
火
災
に
あ
っ
て
焼
け
て
し
ま

っ
た
。
ケ
ヤ
キ
が
あ
ま
り
繁
っ
て
う
っ
と
う

し
い
の
で
枝
を
落
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
人
は

翌
日
死
に
、
ほ
か
の
人
も
発
狂
し
た
り
、
刃

物
で
け
が
を
し
た
り
だ
っ
た
と
か
。
春
に
な

る
と
二
匹
の
ヘ
ビ
が
桐
の
な
か
へ
入
っ
て

い
く
の
を
見
た
人
が
多
か
っ
た
、
な
ど
が

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
昭
和
3
9
年
9
月
、
区
画
整
理
の
都
合
で

第
六
天
さ
ま
の
御
神
体
は
近
く
の
岡
本
八

幡
神
社
の
境
内
に
移
さ
れ
た
。
こ
の
と
き

は
余
興
大
会
を
ま
じ
え
て
二
日
間
の
遷
宮

祭
り
を
行
な
い
、
御
神
体
の
石
碑
は
車
に

乗
せ
、
カ
ネ
や
タ
イ
コ
で
に
ぎ
や
か
に
送

ら
れ
た
と
い
う
。

　
こ
ん
な
ぐ
あ
い
だ
か
ら
、
由
緒
を
知
っ

て
い
る
人
は
今
で
も
御
神
木
に
手
を
出
さ

な
い
。
区
役
所
で
も
、
こ
れ
ら
の
木
を
切

り
倒
し
て
道
路
を
真
っ
す
ぐ
に
す
る
と
い

う
計
画
は
殊
更
に
な
く
、
む
し
ろ
緑
保
存

の
庄
民
の
意
思
を
尊
重
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
て
、
東
名
高
速
道
路
の
高
さ
の

倍
以
上
も
あ
る
大
ケ
ヤ
キ
群
は
残
さ
れ
、

青
々
と
繁
っ
て
通
行
者
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
い
る
。
だ
が
、
ロ
ー
タ
リ
ー
道
路
は
車

の
往
来
が
激
し
い
う
え
、
東
名
高
速
道
路

の
公
害
な
ど
か
ら
樹
齢
二
百
年
以
上
と
も

み
ら
れ
る
大
ケ
ヤ
キ
が
い
つ
ま
で
も
ぢ
こ

た
え
う
る
か
懸
念
さ
れ
る
。
排
気
ガ
ス
に

怒
り
を
見
せ
る
霊
験
が
あ
ろ
う
か
（
完
）
。

　
要
す
る
に
体
育
施
設
は
、
他
の
福
祉
施
設

も
そ
う
で
あ
る
が
、
場
所
的
に
も
金
銭
的
に

も
区
民
全
員
が
手
近
に
利
用
で
き
る
よ
う
、

常
に
公
開
し
て
い
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
等
々
力
五
丁
目
五
f
一
五
　
恩
海
和
子

ひ
と
ご
と
で
は
な
い
ゴ
ミ
戦
争

　
昨
今
の
江
東
区
と
杉
並
区
の
ゴ
ミ
戦
争
に

つ
い
て
は
当
然
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
当
区
も
杉
並
区
の
ゴ
ミ
を
毎
日
三
五
〇
ト

ン
前
後
を
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
は
以
前
か

ら
知
っ
て
お
り
ま
す
。
江
東
区
の
実
力
行
使

に
一
日
も
早
く
目
覚
め
て
い
た
だ
き
、
早
く

解
決
す
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
自
分

の
尻
は
人
に
頼
ら
ず
自
分
で
拭
く
の
が
当
然

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
江
東
区
か
ら
当
区
長

に
協
力
の
要
請
が
あ
っ
た
と
承
知
し
ま
し
た

が
、
大
い
に
協
力
す
べ
き
か
と
思
い
ま
す
。

杉
並
区
の
反
対
者
に
も
目
を
覚
ま
し
て
も
ら

い
、
一
日
も
早
く
好
ま
し
か
ら
ぬ
ゴ
ミ
戦
争

が
終
息
す
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
よ
う
に

と
心
が
け
、
石
油
の
空
カ
ン
で
残
屑
や
小
物

等
は
焼
き
捨
て
て
い
ま
す
。
清
掃
局
の
皆
さ

ま
の
御
苦
労
を
感
謝
し
、
な
お
、
二
十
三
区

の
皆
さ
ま
が
お
互
に
自
覚
し
ゴ
ミ
戦
争
の
な

き
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

　
宇
奈
根
一
丁
目
三
〇
1
二
　
小
松
進
五
郎

○
建
築
資
材
の
高
騰
で
、
工
事
請
負
契
約
の

入
札
が
不
調
に
終
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
別
段
そ
う
い
う
ケ
ー
ス

も
な
く
関
係
者
は
ホ
ッ
と
し
た
表
情
で
す
。

　
下
水
道
枝
線
工
事
は
、
東
京
都
で
も
や
っ

て
い
ま
す
。
機
会
を
み
て
都
区
両
者
合
わ
せ

た
進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〇
二
年
間
に
わ
た
り
連
載
し
た
「
私
の
史
跡

散
歩
」
は
今
回
で
終
り
に
し
ま
す
。
長
い
間

の
御
愛
読
と
豊
富
な
資
料
の
御
提
供
を
い
た

だ
い
た
こ
と
に
、
筆
者
と
も
ど
も
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。

0
6
月
定
例
会
は
中
旬
に
開
か
れ
る
見
込
み

で
す
。
傍
聴
な
ど
の
お
問
合
せ
は
区
議
会
事

務
局
　
　
（
四
一
二
）
一
一
一
一
内
線
五
九
〇

ー
五
九
八
ま
で
。
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